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1.緒言

仏像は各地各民族の人種形態要素を反映し、アジア

各地に波及した。

仏像の造形様式に関する研究はこれまでにも多く

あったが、それらは主観でとらえた形状イメージをベ

ースにしたものであった。我々は仏像の造形様式に関

する新しい研究手法として計量的な解析方法を提案し

ている[l][2]。

本研究では中国と日本（近江）の仏像を対象として、

側面観の曲線形状の相違から各仏像のマッヒ°ングを行

い、判別の可能性について検討した。

2.方法

2.1待徴茄線

特徴曲線を図 laのように tr_a(髪際点）から se_a(鼻

根点）を曲線 A、se_aから prn_a（鼻尖点）を曲線 B、

su_a(鼻下点）から ri_a(口裂点）を曲線 C、ri_aから

gn_a（願点）を曲線 D とした[3]。ここで、 gn_aはprn_a

を通る顎曲線の接線との接点とした。これらの特徴曲

線は仏像の側面画像から抽出した。

2.2分析方法

分析の対象として中国と近江の仏像を曲線 Aは 53

体、曲線 Bは54体、曲線 Cと曲線 Dはそれぞれ 49

体用いた。それぞれの特徴曲線について、各仏像問の

残差二乗和を距離データとして分析を行った。

3.結果および考察

多次元尺度法 (ALSCAL) を用いて特徴曲線ごとに

各仏像についてマッピングを行った。曲線Aと曲線D

に関して、中国の仏像と近江の仏像に分けられている

ことがわかる（図 le)。曲線Aでは左上側に額の形状

が凸である仏像がマッヒ°ングされ、左下側には額の形

状が凹の仏像がマッピングされた。さらに、曲線Dで

は左上側に下唇がより突き出ている仏像がマッピング

された。また、曲線Aと曲線Dの判別率が高く、曲線

Bと曲線Cの判別率が低いことがわかる（固 lb)。この

ことから、中国の仏像と近江の仏像では曲線Aと曲線

Dについては大きな差があり、曲線Bと曲線Cについ
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てはあまり差がないということが考えられる。

4結論

本研究では、仏像の側面観曲線に着目し、中国と近

江の形状特徴について多次元尺度法を用いて検討した。

その結果、中国と日本の仏像の特徴の違いは、額部分

の形状の凹凸と、下顎部分の下唇の突き出し方にある

ことが示唆された。

今後は、日本人と中国人の顔の特徴分析を行うこと

で、各仏像の特徴と造られた地域に住む人々の人種形

態要素の特徴との関連を検討したいと考えている。
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